
■

Soumu
楕円

Soumu
楕円



早
い
も
の
で
、
も
う
年
末
を
迎
え
ま
し
た
。

一
年
間
、
町
で
起
っ
た
で
き
ご
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
、
今
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

農業を取りまく複雑な現状に
具体的な施策一転作営農協議会－

ガットウルグアイ・ラウンド農業合意による複雑な農政
事情を背景にスタートした本年。1月21日水田営農活性化
対策協議会では、転作面積も大幅に緩和。農家に対し、と
も補償などの具体的な施策の説明が行われた。

中国5県で唯一の受賞

江府町が自治大臣表彰に輝く
優良地方公共団体として「まちつくリー般部門」において、5工府町が自治大

臣表彰を受けた。3月28日、佐藤自治大臣から表彰状と記念品が手渡された。

葦
■■

轟■◎

「⑳

6
日
　
消
防
出
初
め
式

消
防
記
念
碑
除
幕
式

1
4
日
　
武
庫
駐
在
所
完
成

1
5
日
　
成
人
式

2）

20
日
初
議
会

2
1
日
転
作
区
長
会

米
市
場
開
放
抗
議
集
会

2
7
日
町
婦
人
大
会

～
西
ノ
島
交
歓
ス
キ
ー
教
室

18
日
部
落
差
別
撤
廃
条
例
制
定

委
員
会

第
48
回
県
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
・
ス
キ
ー
競
技

27
日
自
作
そ
り
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
イ
ン
奥
大
山

Soumu
四角形
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全国から470人が参加した
奥大山チロルの里・全国スキーマラソン大会

3月13日、全国スキーマラソン大会が鏡ケ成周辺で総勢
470人が参加して、盛大に行われた。晴天にも恵まれ参
加者は心ゆくまで冬の奥大山を満喫していた。

「‾叩∵

220トンの大輸送
俣野川発電所へ

4月25日～28日にかけて、米子港から俣野川
発電所までの約37キロを、大型トレーラーなど
でランナ（ポンプ水車）や電力ケーブルなど総重
量220トンの大輸送が行われた。

6
日

7
日

1
5
日

19
日

2
2
日

2
5
日

原体・スキー競技・5甲本や琴手役員集う
、　奥大山スキー場で開催

2月19日～20日の2日間、奥大山スキー場において
第48回県民体育大会冬季大会・スキー競技が開催され
た。第1日目には、ジャイアントスラローム、クロス

カントリ‾の競技が行われ、第2日目には、クロスカ⑳『lントリーのリレー競技が行われた。

待望の江美新橋完成
水の都にふさわしいモニュメントも誕生（

国道482号緑の玄関でもある5工美新橋が完成した。
橋のほとりには、水の都にふさわしいモニュメント（子供たちが
水に親しんでいるようすを表現したもの）もお目見えした。

1
5
日

19
日

2
3
日

2
7
日

28
日

4
R
U

l
日

母
子
・
父
子
家
庭
中
卒
者

激
励
会

定
例
議
会

農
協
合
併
調
印
式

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
全
国

ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

江
府
中
学
校
卒
業
式

各
小
学
校
卒
業
式

俣
野
小
学
校
校
舎
完
成
式

昔
風
社
2
0
周
年
記
念
式

江
府
町
が
自
治
大
臣
表
彰

子
供
の
国
保
育
園
入
園
式

町
営
住
宅
完
成

各
小
学
校
入
学
式

江
府
中
学
校
入
学
式

江
美
新
橋
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

除
幕
式

江
尾
郵
便
局
起
工
式

柿
原
集
会
所
起
工
式

区
長
会

年
金
委
員
会

ラ
ン
ナ
（
ポ
ン
プ
水
車
）

の
輸
送
始
ま
る

3
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こ・さ、蔓I‾

茹
＝
つ
ト
＝
い
∵
葺
、

水工場「ヨーデル」完成．／∴猛暑の夏にフル操業

5月26日、奥大山の水処理加工施設（水工場「∃一デル」）が御机地内に完成し
ました。猛暑の夏となった本年、全国各地から注文が殺到し、従業員は、てんてこ
まい、うれしい悲鳴となりました。そして、この夏は、全国に「奥大山の水」のピ
ーアールにもなりました。

戸

（4）

3
日
生
涯
教
育
本
部
設
立
準
備

会10
日
国
道
四
八
二
号
促
進
期
成

同
盟
会
総
会

16
日
佐
川
ふ
れ
あ
い
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
完
成
式

21
日
定
例
議
会

2
4
日
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総

会26
日
水
工
場
「
ヨ
ー
デ
ル
」
完

成
式
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、高松市に救援水送る

深刻な水不足となった夏。特に、高松
市が厳しい状況であるとの報道に接し奥
大山の水4トン（ペ、ソトボトルで3000本）
水道水6トン合わせて10トンを輸送。そ
の模様は全国に紹介され、西尾県知事か
らも「心から感激した」とのメッセージ
がありました。

高松市から感謝状と記念品ト
が届けられました

息
謝
状

・

、

　

■

他
申
立
臣
　
屯

こ
の
上
ン
青
い
尾
登
川
粗
い
持
し

キ
札
の
筒
の
郎
菟
想
い
Å
リ

▲
‥
寺
l
専
↑
半
■
．
い
押
息
用
い
ト
ハ
ェ

寧
岬
の
場
長
工
治
の
人
吉
キ
ー
焦
托
竜

也
の
向
上
＝
タ
ヽ
の
す
n
l
・
品
∵

や
払
誓
埠
…
一
1
ん

ミ
∴
庸
・
へ
㌢
ぺ
よ
し
て
洋
′
＼

払
翔
ヱ
官
た
し
ま
で

■

．

．

・

・

■

二

・

・

◆

▲

－

こ
七
五
一
三
朋
庶
芯
で

坤原に炭焼嘗がま　譲
お目見え

柿原に炭焼きがまが完成しました。
これはうるおいのある村づくり事業で
つくられたもので、現在、猛宗竹など
をつかっての炭焼きが行われています。

江府中全国第3位．て′号雪冒警ス大会

8月20日、21日北海道の苫小牧市で開催された全国中学校ソ
フトテニス大会で、江府中学校男子チームが全国第3位となり
ました。伝統ある町のソフトテニスの歴史に、輝かしい1ペー
ジを若人たちが飾りました。

3
日
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会7
日
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
新
館

完
成
式

1
7
日
柿
原
炭
焼
き
が
ま
完
成
式

2
1
日
奥
大
山
の
水
、
高
松
市
に

救
援
水
と
し
て
輸
送

23
日
都
市
と
農
村
の
交
流
会

24
日
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

28
日
英
語
指
導
助
手
デ
ニ
ス
さ

ん
来
町

1
日
婦
人
大
会

2
R
H

～
西
ノ
島
交
流
会

6
日
船
谷
川
清
掃

29　　2821　20171614

日　　日　日　～　日　日　日　日

森
の
音
楽
祭

臨
時
議
会

江
尾
十
七
夜

全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
で
江
府
中
団
体

全
国
第
三
位

エ
ネ
ル
ギ
ア
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ア

江
尾
小
学
校
起
工
式

51
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よい年で

地震発生の想定
で防災訓練

9月1日、境港沖で地震が発
生したとの想定のもと、防災訓
練が行われました。

各小学校の児童たちも先生の

1◎讐巨警完琵琶あ皆さんも上
之段広場に避難し、その場で、
初期消火の訓練も行われました。

江尾小学校校舎改築はじまる
学校給食センターもあわせて

8月29日、江尾小学校校舎改築工事の起工式が行われました。
この校舎は、鉄筋コンクリート3階建で、校舎の隣りには、学校食堂と現在
役場の隣りにある給食センターが、ここに移転改築されます。

来年、春の完成を目指し、現在、工事が順調に進んでいます。

俣野小学校校舎県景観賞に輝く

3月に完成した俣野小学校校舎が、周辺の自然環境にマッチしている
ところから、鳥取県景観賞の建築部門に選ばれました。

30
日
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
収
穫
祭

3
1
日
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

1
日
県
景
観
賞
表
彰
式

俣
野
小
学
校
校
舎

10
日
消
防
ま
つ
り

1
1
日
生
涯
学
習
基
本
構
想
策
定

委
員
会

16
日
大
山
の
一
斉
清
掃

1
日
防
災
訓
練

7
日
金
婚
者
記
念
品
交
付

1
2
日
高
齢
者
顕
彰

1
8
日
町
民
運
動
会

20
日
定
例
議
会

2
5
日
子
供
の
国
保
育
園
運
動
会

（6
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2，500人が集まった消防まつり

10月10日、運動公園総合グラウンドで、消防まつりを行いました。
消防団の活性化と消防活動への理解を深めることを目的とした、この消防ま
つりは、ミニ消防車の試乗、レスキュー隊の訓練、カラー放水などを行い、
町内外から集まった2，500人は各コーナーで
消防の実体験をしました。

初の生涯学習まちづくり大会を開催

12月11日、はじめての生涯学習まちづくり大会が開催さ
れ生涯学習について理解の輪を広げました。

11
日
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
大

会

7

来年も

「町部琴差別撤廃条例」の理解
深める　第20回同和教育研究集会

本年「江府町部落差別撤廃条例とあらゆる差別
をなくする条例」が制定され、11月4日に行われ
た同和教育研究集会の講演のあと、各分散会で、
条例について理解を深めようと活発な討議が行わ
れました。

解
放
文
化
祭

武
庫
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

22
日
柿
原
集
会
所
完
成
式

28
日
人
間
町
宝
新
見
ま
つ
さ

ん
ご
逝
去

1
日
　
町
慰
霊
祭

4
日
　
町
同
和
教
育
研
究
集
会
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四角形
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林原に新しい集会所2棟

さらに、ゲートボール場も完成

▲完成した柿原活性化施設

十
一
月
二
十
二
日
、
柿
原
集
落
に
ふ

た
つ
の
集
会
所
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
う
る
お
い

の
あ
る
村
づ
く
り
対
策
事
業
と
中
山
間

地
域
整
備
事
業
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

柿
原
ふ
れ
あ
い
会

1年問の学習成果を発表
解放文化祭

＝文芸の部に明倫小PTAも友情出演＝

▲母親クラブのダンス「白鳥の湖」

花
の
植
え
か
え

葉
ぱ
た
ん
五
〇
〇
本

（8

表
紙
の
写
真
説
明
で
す

十
二
月
三
日
～
四
日
の
二
日
間
、

本
町
五
丁
目
集
会
所
で
解
放
文
化
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
間
、
学
習

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
成
果
を
発
表
。

植
え
か
え
作
業
に
余
念
が

な
い
の
は
、
婦
人
会
の
皆
さ

ん
。十

一
月
二
十
五
日
、
江
尾

の
上
之
段
広
場
に
あ
る
花
壇

で
花
の
植
え
か
え
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
の
皆

さ
ん
は
、
冬
に
あ
ざ
や
か
を

色
彩
の
葉
ぼ
た
ん
を
五
〇
〇

本
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
ま

し
た
。

作
業
は
、
真
っ
青
を
晴
天

の
も
と
で
順
序
よ
く
進
め
ら

れ
、
皆
さ
ん
の
額
に
は
、
う

っ
す
ら
と
汗
が
に
じ
ん
で
い

ま
し
た
。

▲完成した柏原ふれあい会館

館
（
下
柿
原
）
は
木

造
平
屋
建
一
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
、

柿
原
活
性
化
施
設

（
上
柿
原
）
は
木
造

平
屋
建
一
六
六
平

方
メ
ー
ト
ル
そ
し

て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
。
木
の
香
り

の
す
る
集
会
所
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
。

▲友情出演の明備中PTAの笠踊り

書
道
、
絵
画
、
生

花
な
ど
の
作
品
が

い
っ
ぱ
い
。
三
日

の
夜
に
は
、
文
芸

の
部
と
し
て
、
日

本
舞
踊
、
ピ
ア
ノ

演
奏
、
ダ
ン
ス
な

ど
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
友
情
出
演

と
し
て
明
倫
小
P

T
A
が
笠
踊
り
を

行
い
、
交
流
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

▲一つひとつ、ていねいに植えられる葉ぼたん

Soumu
四角形
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「誓　　子供の国保育園に

大きなクリスマスツリーがお目見え

大山砂防安全会

夕
方
に
な
る
と
子
供
の
国
保
育

園
の
玄
関
の
大
き
を
木
が
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
輝
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
山
砂
防
安
全
会
（
小

倉
信
彦
会
長
）
が
建
設
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と
子
供
た
ち
に
喜
ん

で
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
（
こ
の
た
び
は
、
川
端
組
、

浜
本
組
、
住
田
組
、
ア
リ
オ
ン
、

美
保
土
建
、
西
山
建
設
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
る
も
の
）

十
二
月
十
日
に
、
高
さ
約
八
メ

ー
ト
ル
の
ド
イ
ツ
唐
桧
に
電
灯
を

取
り
付
け
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
よ
う
に
飾
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

十
二
首
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の

十
一
日
間
、
夕
方
か
ら
点
灯
し
、

国
道
な
ど
を
通
る
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

初
が
ま
画
風
且
の
炭
を
使
い

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
に
ぎ
わ
う

＝
武
庫
地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
＝

▲取り付け作業に余念のない安全会の皆

▲「さあ、どんどん食べて」と楽しいバーベキュー

▲「道路の横断など気をつけてください」と呼びかける
交通安全母の会の皆さん

〟
反
射
パ
ッ
チ
〃
を
配
り

お
年
寄
り
に
交
通
安
全

訴
え
る

青
空
の
ひ
ろ
が
る
十
二

月
四
日
、
奥
大
山
チ
ロ
ル

の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧

京
都
ス
ポ
ー
ツ
）
前
で
武

庫
地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
宝
く
じ

の
助
成
事
業
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
午
前
中
は
、
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
お
昼
か

ら
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と

集
ま
っ
た
三
百
人
の
皆
さ

ん
は
、
お
肉
を
食
べ
を
が

ら
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、

親
水
公
園
地
内
に
で
き
た

炭
焼
き
が
ま
の
初
か
ま
出

し
も
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
か
ら
、
ス

タ
ー
ト
し
た
年
末
年
始
交
通

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

期
間
に
、
江
府
町
交
通
安
全

母
の
会
で
は
、
高
齢
者
宅
（
六

十
五
歳
以
上
）
を
訪
問
し
、

反
射
バ
ッ
チ
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

年
末
年
始
は
、
帰
省
を
ど

に
よ
り
交
通
量
も
増
加

〔「交漁安全母の会1

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
目
標

に
も
、
お
年
寄
り
の
交
通
事

故
防
止
が
か
か
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
交
通
安
全
母
の
会
で

は
、
期
間
中
、
反
射
バ
ッ
チ

を
配
布
し
を
が
ら
、
お
年
寄

り
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
す
。

（9）
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とこでも宇まう
生涯学習システムづくり

江
府
町
生
涯
学
習
の
取
り
組
み

以
上
の
事
業
等
を
計
画
し
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
や
生
涯
教
育
と
い
う

用
語
は
、
つ
い
最
近
出
て
き
た
言

葉
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
す
で
に
昭
和

五
十
五
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
教

育
広
報
「
こ
う
ふ
」
第
三
〇
八
号

に
は
「
秋
田
の
生
涯
教
育
に
学
ぶ
」

と
題
し
て
研
修
視
察
の
報
告
が
の

せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
生

涯
教
育
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。

そ
の
教
育
広
報
に
の
せ
て
あ
る

、
報
告
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す

と
　
「
秋
田
の
生
涯
教
育
」
　
は
昭
和

四
十
六
年
以
来
、
当
時
の
県
知
事

を
中
心
に
し
て
取
り
組
み
が
始
ま

り
、
今
ま
で
教
育
広
報
で
取
り
上

げ
た
生
涯
教
育
の
必
要
性
や
将
来

の
教
育
の
方
向
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、

押
し
っ
け
の
な
い
　
「
求
め
ら
れ
る

教
育
」
　
や
教
育
施
設
等
を
開
放
し
、

か
く
れ
た
人
材
を
活
用
す
る
「
開

か
れ
た
教
育
」
、
生
き
が
い
を
感

じ
る
「
満
た
さ
れ
る
教
育
」
　
で
あ

る
べ
き
で
、
市
町
村
は
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が

学
習
で
き
る
よ
う
学
習
条
件
を
整

え
る
責
任
が
あ
る
と
の
考
え
の
も

と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
報
告
さ

●

れ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
が
二
十
年

も
前
に
将
来
を
予
想
し
た
考
え
方

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
敬
服

す
る
も
の
で
す
。

そ
の
頃
、
江
府
町
で
も
将
来
の

高
齢
化
を
見
越
し
て
昭
和
四
十
四

年
に
は
老
人
大
学
を
創
設
し
、
更

に
昭
和
四
十
九
年
に
は
「
こ
の
急

激
を
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い

く
の
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
心
身

の
健
康
保
持
に
つ
と
め
る
と
共
に

自
発
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
に

立
っ
て
、
明
徳
学
園
を
開
設
し
、

現
在
に
至
る
二
十
年
の
歴
史
を
刻

ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
に
入
っ
て
六
月
、
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
平
成

六
年
度
か
ら
七
年
度
に
か
け
て
、

○
基
本
構
想
策
定
委
員
会
の
発
足

○
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
基
本
テ

ー
マ
の
策
定

○
江
府
町
が
行
っ
て
い
る
事
業
内

容
の
調
整
と
統
合

○
生
涯
学
習
推
進
大
会
の
開
催

○
全
国
・
県
生
涯
学
習
研
究
大
会

の
参
加
及
び
研
修

○
住
民
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

用
語
の
説
明

（
生
涯
学
習
と
生
涯
教
育
）

今
ま
で
に
生
涯
学
習
や
生
涯
教

育
の
用
語
を
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ

て
お
き
ま
す
。

学
習
は
個
人
の
自
発
的
を
意
思

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
本
来
の

姿
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
自
己

の
充
実
や
生
活
向
上
の
た
め
に
自

分
に
合
っ
た
手
段
や
方
法
で
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
行
う
学
習
活
動
を

生
涯
学
習
と
い
い
、
臨
教
審
は
学

習
者
の
立
場
を
強
調
す
る
た
め
に

こ
の
用
語
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

又
、
生
涯
教
育
と
は
、
公
民
館

等
が
行
う
講
座
、
学
級
、
講
演
会
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
ど
の
社
会
教
育

を
は
じ
め
、
学
校
教
育
、
家
庭
教

育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
含

め
た
教
育
体
系
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。行

政
側
は
地
域
の
も
っ
て
い
る

教
育
的
を
は
た
ら
き
を
整
備
、
充

実
し
て
こ
の
よ
う
を
学
習
社
会
の

実
現
に
つ
と
め
て
い
か
ね
ば
を
り

ま
せ
ん
。●

とつとり県民カレッジ
平成7年6月開設

（
日
的
）

と
っ
と
り
県
民
カ
レ

ッ
ジ
は
、
希
望
す
る
も

の
を
学
び
た
い
と
い
う

み
な
さ
ん
の
声
に
応
え

て
、
大
学
や
高
等
学
校

市
町
村
な
ど
と
協
力
し
、

幅
広
く
学
べ
る
講
座
を

予
定
し
ま
す
。

日割

脚・■■韓t●鞘■！空！慧訂

鳥
取
県
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鳥
取
県
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
9
4
が
、
鳥
取
県
民
文
化
会
館

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
江
府
町

か
ら
も
十
六
人
が
参
加
し
、
研
修

を
し
て
帰
り
ま
し
た
。
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生涯学習伝言板

いつでも学ぼう
ゆ
く
年
・
く
る
年

年
の
瀬
を
控
え
、
日
に
日
に
慌

た
だ
し
さ
を
増
す
こ
の
頃
で
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
を
が
ら
ゆ
く
年
く
る
年

を
思
う
時
期
で
す
が
、
年
々
、
新

し
く
「
来
る
年
」
よ
り
も
、
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
　
「
ゆ
く
年
」
を
思
い

煩
う
こ
と
の
方
が
重
く
な
る
の
は

年
齢
の
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
年
の
夏
は
猛
暑
に
加
え
て
長

期
間
の
水
不
足
の
た
め
、
汗
と
ホ

コ
リ
に
ま
み
れ
て
暮
ら
し
ま
し
た
。

節
水
節
水
と
日
本
中
が
大
騒
ぎ
の

を
か
、
た
っ
た
一
雨
で
万
物
が
潤

う
の
で
す
か
ら
自
然
の
力
は
大
い

在
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
総
体
的

に
は
豊
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
の

て
人
と
・
フ
さ
▲
よ

で
、
古
米
、
お
天
道
様
は
生
命
を

育
む
源
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
一

年
で
し
た
。

さ
て
、
お
歳
暮
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
デ
パ
ー
ト
等
は
書
き
入
れ
時

で
す
が
、
「
書
き
入
れ
時
」
　
の
意

味
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
帳
面

に
記
入
す
る
こ
と
の
多
い
と
こ
ろ

か
ら
最
も
利
益
の
多
い
と
き
。
利

益
を
待
ち
受
け
る
時
、
と
い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。

外
に
出
る
機
会
の
少
な
い
こ
の

時
期
。
知
識
の
「
書
き
入
れ
ど
き
」

と
し
て
読
書
に
励
ま
れ
る
こ
と
を

お
推
め
し
ま
す
。

江
府
町
立
図
書
館
は
、
皆
様
方

の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。

（
ク
リ
ス
マ
ス
）

十
二
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ

る
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
祭
。

キ
リ
ス
ト
は
、
今
か
ら
二
千
年
前
、

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
馬
小
屋
の
中
で
誕

生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

訃

そ
の
正
確
を
誕
生
日
は
不
明
だ
そ

う
で
す
。
日
本
の
家
庭
で
ク
リ
ス

マ
ス
を
祝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は

明
治
以
降
で
、
現
在
で
は
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
闘
い
た
り
と
、
年
中
行
事
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

デ
パ
ー
ト
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

が
ク
リ
ス
マ
ス
一
色
に
在
り
、
北

風
と
い
っ
し
ょ
に
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

の
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
気
分

は
一
気
に
ク
リ
ス
マ
ス
。

図
書
館
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

い
っ
ぱ
い
の
本
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。

『
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

十
二
月
か
ら
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
が
、
本
町
三
丁
目
角
田
き
ぬ
江

さ
ん
の
手
工
芸
作
品
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

」　　．－．鴫一⊥

（
新
着
図
書
）

○
幸
福
の
手
紙
　
　
内
田
　
康
夫

○
第
三
の
原
爆
　
　
伴
野
　
　
朗

○
む
か
い
風
　
　
　
伊
集
院
　
静

○
新
・
太
陽
の
法
　
大
川
　
隆
法

○
お
か
げ
さ
ま
の
ど
ま
ん
を
か

ト
　
イ
　
　
　
　
ヨ
シ
　
寸

東
井
　
義
雄

○
う
お
っ
か
流
清
貧
の
食
卓

ウ
オ
ツ
カ
∴
シ
ン
　
ノ
　
ス
ケ

魚
柄
仁
之
助

○
日
野
川
の
伝
説
　
立
花
　
書
院

鬼
・
河
童
・
大
蛇
・
日
野
川
周

辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
を
集
め
ま

し
た
。

（
今
月
の
お
す
す
め
）

赤
川
次
郎
作
品
が
、
い
っ
ぱ
い

そ
ろ
い
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
「
恋

し
さ
と
せ
つ
を
さ
と
そ
し
て
身
も

鶴
る
脆
さ
」
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

〇
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
安
息
日

〇
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
家
出

○
黒
い
ペ
ン
の
悪
魔

○
寝
台
車
の
悪
魔

○
群
青
色
の
カ
ン
バ
ス

○
破
婚
色
の
ダ
イ
ア
リ
ー

○
ふ
た
り

○
ト
短
長
の
子
守
歌

○
顔
の
な
い
十
字
架

○
魔
女
た
ち
の
た
そ
が
れ

○
白
い
雨

（11）
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衆
議
院
の

定
数
は
五
〇
〇
人

（
糾
問
鮎
撃
∞
∞
M
）

公
職
選
挙
法
の
改
正

政
策
本
位
、
政
党
本
位
の
選
挙

を
実
現
す
る
た
め
に
、
衆
議
院

議
員
選
挙
制
度
を
中
心
と
し
た

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
し
く
み
が
、

こ
れ
ま
で
の
中
選
挙
区
制
か
ら
、

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
か

わ
り
ま
す
。

●
議
員
の
定
数
は
五
一
一
人
か
ら

五
〇
〇
人
に
減
少
さ
れ
ま
す
。

●
小
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選

挙
の
二
つ
の
選
挙
で
議
員
を
選
び

ま
す
。

衆
議
院
議
員
の
定
数
は
五
〇
〇
人
。

こ
の
う
ち
、
小
選
挙
区
選
挙
で
三

〇
〇
人
、
比
例
代
表
選
挙
で
二
〇

〇
人
が
選
ば
れ
ま
す
。

くみが変わります

盛　∨蓑学X

小
選
挙
区
選
出
議
員
は
三
〇
〇
の

選
挙
区
か
ら
一
人
ず
つ
選
ば
れ
ま

投
票
は
二
葉
制
に

比
例
代
表
選
出
議
員
は
全
国
十

一
の
選
挙
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
選
ば

れ
ま
す
。

●
各
選
挙
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
の

定
数
は
人
口
比
例
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

投
票
は
二
葉
制
に
を
り
ま
す
。
小

選
挙
区
選
挙
で
は
候
補
者
を
、
比

例
代
表
選
挙
で
は
政
党
を
選
び
ま

●各政党が候補者に順位
をつけた名簿を選挙区
（フロック）ことに提出

●名簿登録者を選挙区
tフロック）定数の2割
以上有する政党・政治
団体も候補者名簿の届
出可能。

■
比
例
代
表
選
挙
の
選
挙
区
と
定
数態

す
。
原
則
と
し
て
、
投
票
は
記
号

式
で
行
わ
れ
ま
す
。
（
一
四
ペ
ー

ジ
を
参
照
）

●
呂
の
み
え
を
い
人
に
は
点
字
に

よ
る
投
票
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
身
体
の
不
自
由
を
人
を
ど
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
代
理
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
選
挙
区
選
挙
の
立
候
補
届
出
は
、

政
党
の
届
出
に
よ
る
こ
と
に
在
り

ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

候
補
者
個
人
や
推
薦
に
よ
る
届
出

も
認
め
ら
れ
ま
す
。

●
候
補
者
の
届
出
が
で
き
る
政
党

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
で
す
。

①
所
属
国
会
議
員
を
五
人
以
上
有

す
る
も
の
。

②
前
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
ま

た
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
い

ず
れ
か
の
全
国
を
通
じ
た
得
票
率

が
二
％
以
上
の
も
の
。

比
例
代
表
選
挙
は
政
党
が
当
選
人

と
在
る
べ
き
順
位
を
記
載
し
た
候

補
者
名
簿
を
届
け
出
る
こ
と
に
在

り
ま
す
。

●
前
記
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
か
、
ま
た
は
名
簿
登
載
者
を

各
選
挙
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
の
定

数
の
二
割
以
上
有
す
る
政
党
・
政

治
団
体
が
、
候
補
者
名
簿
の
届
出

が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
小
選

㊧

挙
区
選
挙
で
候
補
者
の
届
出
が
で
　
㈹

き
る
政
党
・
政
治
団
体
は
、
小
選

挙
区
で
届
け
出
た
候
補
者
を
同
時

に
各
選
挙
区
ご
と
の
比
例
代
表
選

挙
の
名
簿
登
載
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
重
複
立
候
補

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙
運
動
期

間
は
十
二
日
間
（
改
正
前
十
四
日

間
）
　
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

連
座
制
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
候

補
者
の
秘
書
を
ど
も
そ
の
対
象
と

在
り
ま
す
。

連
座
制
を
強
化

連
座
制
と
は
、
候
補
者
と
一
定

の
関
係
に
あ
る
者
が
悪
質
を
選
挙

違
反
（
買
収
等
）
を
し
た
場
合
に

は
、
候
補
者
に
も
制
裁
を
科
す
制

度
で
す
。

■
連
座
制
の
対
象
者

連
座
制
を
適
用
さ
れ
た
候
補
者
は
、

当
選
無
効
と
在
り
、
五
年
間
立
候
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衆議院議員選学の

補
も
制
限
さ
れ
ま
す
。

●
当
選
無
効
に
加
え
て
、
連
座
裁

判
の
確
定
時
か
ら
、
五
年
間
同
じ

選
挙
の
同
じ
選
挙
区
か
ら
立
候
補

す
る
こ
と
が
で
き
を
く
在
り
ま
す
。

公
職
に
あ
る
間
に
犯
し
た
収
賄
罪

に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、

実
刑
期
間
に
加
え
、
そ
の
後
の
五

年
間
（
執
行
猶
予
の
場
合
は
そ
の

期
間
）
、
公
民
権
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

候
補
者
等
の
氏
名
等
を
表
示
す
る

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
国
政
選

挙
、
地
方
選
挙
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
ご
と
に

選
挙
の
前
の
一
定
期
間
、
当
該
選

挙
区
内
に
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き

を
く
在
り
ま
す
。

●
〓
疋
期
間
と
は
例
え
ば
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
場
合
で
は
、
任
期

満
了
の
日
の
六
月
前
か
ら
そ
の
選

挙
期
日
ま
で
の
間
、
ま
た
は
解
散

の
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
選
挙
期
日

選
挙
犯
罪
に
対
す
る
罰
金
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

団
体
献
金
の
制
限

が
強
化

＼
＼

政
治
資
金
規
正
法
の
改
正

企
業
等
の
団
体
献
金
を
大
幅
に

制
限
す
る
は
か
、
政
治
資
金
の

調
達
を
政
党
中
心
に
改
め
る
な

ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

企
業
等
の
団
体
献
金
は
、
政
党
、

政
党
の
指
定
す
る
政
治
資
金
団
体
、

政
治
家
の
資
金
管
理
団
体
に
対
す

る
も
の
以
外
、
一
切
禁
止
さ
れ
ま
す
。

●
政
治
家
の
資
金
管
理
団
体
に
対

す
る
寄
附
は
、
年
間
五
〇
万
円
を

限
度
と
し
、
改
正
法
の
施
行
の
五

年
後
に
禁
止
す
る
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

●
政
党
お
よ
び
政
治
資
金
団
体
へ

の
企
業
等
の
団
体
の
寄
附
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
改
正
法
の
施
行
の

五
年
後
に
見
直
し
を
行
う
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

政
治
家
個
人
へ
の
寄
附
は
、
金
銭

等
に
よ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
で

き
な
く
を
り
ま
す
。

●
た
だ
し
、
政
治
家
へ
の
個
人
に

対
す
る
寄
附
は
、
金
銭
や
有
価
証

券
以
外
に
よ
る
も
の
、
選
挙
運
動

に
関
す
る
も
の
は
禁
止
の
対
象
外

で
す
。

を
お
、
企
業
等
の
団
体
か
ら
政
治

家
へ
の
寄
附
は
、
一
切
禁
止
さ
れ

ま
す
。

●
政
党
か
ら
政
治
家
個
人
へ
の
寄

附
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
認
め
ら

れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
政
治
資
金
の
拠
出
を

受
け
る
べ
き
政
治
団
体
と
し
て
、

自
ら
そ
の
代
表
者
と
在
る
資
金
管

理
団
体
を
一
つ
に
限
り
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

政
党
、
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政

治
団
体
に
対
す
る
寄
附
の
公
開
基

準
が
、
現
行
の
年
間
一
〇
〇
万
円

超
か
ら
五
万
円
超
と
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
政
党
、
政
治
資
金
団
体

に
対
す
る
寄
附
の
公
開
基
準
も
年

間
五
万
円
超
と
在
り
ま
す
。

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
大
口

購
入
者
の
公
開
基
準
が
、
現
行
一

パ
ー
テ
ィ
ー
当
た
り
一
〇
〇
万
円

超
か
ら
二
〇
万
円
超
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。
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そ
し
て
罰
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
政
治
資
金
規
正
法
に
違
反

し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
者
は
、
公
民
権
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
罰
金
刑
の
場
合
は
、
そ
の
裁
判

が
確
定
し
た
日
か
ら
五
年
間
、
禁

錮
刑
の
場
合
は
そ
の
執
行
を
終
え

る
ま
で
と
そ
の
後
五
年
間
、
執
行

猶
予
の
場
合
は
そ
の
期
間
、
公
民

権
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

政
党
、
政
治
資
金
団
体
へ
の
個
人

献
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
上

の
優
遇
措
置
と
し
て
税
額
控
除
制

度
を
新
た
に
設
け
、
現
行
の
所
得

控
除
制
度
と
の
選
択
制
と
さ
れ
ま

す
。

乗
じ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

●
三
〇
九
億
円
が
そ
の
基
準
額
と

な
り
ま
す
。
政
党
交
付
金
の
総
額

は
、
法
施
行
の
五
年
後
に
見
直
し

を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

●
政
党
交
付
金
の
交
付
の
対
象
と

在
る
政
党
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

政
治
団
体
で
す
。

①
所
属
国
会
議
員
を
五
人
以
上
有

す
る
も
の
。

選
挙
官
画
定
審
議
会

経
理
府
に
設
置

7

㌔

∫

∃

～

衆
議
院
議
員
選
挙
区

画
定
審
議
会
設
置
法

衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
選
出
議

員
の
選
挙
区
の
改
正
等
に
関
し

調
査
審
議
等
を
行
う
た
め
、
選

挙
区
画
定
審
議
会
が
総
理
府
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

最
初
の
区
割
案
の
勧
告
は
、
選
挙

区
画
定
審
議
会
の
委
員
（
七
人
）

が
任
命
さ
れ
た
日
か
ら
六
カ
月
以

内
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
選
挙
区

間
の
人
口
格
差
が
、
一
対
二
以
上

に
を
ら
を
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を

に
配
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
Ⅷ

内
閣
総
理
大
臣
は
、
区
割
案
の
勧

告
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
国

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
勧
告
を

尊
重
し
て
区
割
法
案
を
作
成
し
、

国
会
に
提
出
し
ま
す
。

政
党
へ
の

了
公
的
助
成

政
党
助
成
法

選
挙
制
度
や
政
治
資
金
制
度
の

改
革
に
よ
り
選
挙
や
政
治
活
動

が
政
党
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
政
党
へ
の
公
的

助
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

政
党
交
付
金
の
総
額
は
、
直
近
の

国
勢
調
査
の
人
口
に
二
五
〇
円
を

紗
雷
り
∵
鵬

②
所
属
国
会
議
員
が
い
て
、
か
つ

前
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
ま
た

は
前
回
も
し
く
は
前
々
回
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
い
ず
れ
か
の

全
国
を
通
じ
て
得
票
率
が
二
％
以

上
の
も
の
。

政
党
交
付
金
は
、
所
属
国
会
議
員

数
お
よ
び
得
票
数
に
応
じ
て
各
政

党
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

各
政
党
の
前
年
の
収
入
額
の
三
分

の
二
を
上
限
と
し
ま
す
。

各
政
党
は
政
党
交
付
金
の
使
途
等

を
記
載
し
た
報
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
し
、
こ
の
報
告
書
は
公
開

さ
れ
ま
す
。

噛

腕
骨

総
定
数
の
配
分
は
、
ま
ず
都
道
府

県
に
一
人
ず
つ
基
礎
配
分
し
、
残

り
を
人
口
に
比
例
し
て
都
道
府
県

明るい選挙で、明るい未来。

ち
ょ
っ
と
、
く
わ
し
く

鳥
取
県
の区

割
り
は
？

鳥
取
県
の
場
合
は
、
ふ
た
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
鳥
取
第
一
区
は
、
鳥
取

市
、
倉
吉
市
、
岩
美
郡
、
八
頭
郡
、

気
高
郡
、
東
伯
郡
（
羽
合
町
、
泊
村
、

東
郷
町
、
三
朝
町
、
関
金
町
）
。

そ
し
て
、
鳥
取
第
二
区
は
、
米
子

市
、
境
港
市
、
東
伯
郡
　
（
北
条
町
、

大
栄
町
、
東
伯
町
、
赤
碕
町
）
、

西
伯
郡
、
日
野
郡
と
な
り
、
江
府
町

は
こ
の
鳥
取
第
二
区
と
な
り
ま
す
。

定
数
は
、
四
人
か
ら
二
人
に
在

り
、
各
区
の
定
員
は
一
人
と
在
り

ま
す
。

投
票
方
法
は

記
号
式
二
票
制

投
票
用
紙
は
二
種
類
と
在
り
ま
す
。

選
挙
区
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、

立
候
補
者
の
名
前
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
指
定
さ

れ
た
所
に
○
印
を
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
比
例
区
選
挙

の
投
票
用
紙
に
は
、
政

党
名
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
指
定
さ
れ
た
所
に

○
印
を
つ
け
て
い
た
だ

く
、
記
号
式
二
乗
制
で

す
。
ま
た
、
不
在
者
投

票
を
ど
一
部
自
書
式
が

あ
り
ま
す
。
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お判るせ

「夢

記
入
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
業
所
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
総
務
課
行
政
係

℡
七
五
－
二
二
一
一

・
県
企
画
部
統
計
課

℡
〇
八
五
七
　
（
二
六
）
七
一
〇
七

／
悪
魔
功
を

通
商
産
業
省
で
は
、
本
年
も
1

2

月
3
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
工

業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
製
造

業
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
年

間
の
生
産
加
工
の
状
況
な
ど
を
把

握
す
る
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
産
業
振
興
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま

た
、
民
間
の
研
究
機
関
、
商
工
団

体
な
ど
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

年
末
年
始
の
多
忙
な
時
期
に
あ

た
り
ま
す
が
、
調
査
員
（
小
江
尾

の
篠
田
貴
士
さ
ん
）
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

ご
層
じ
で
す
か
？

検
凛
審
査
会

私
た
ち
が
、
も
し
詐
斯
・
お
ど

し
・
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
時
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

ま
し
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
ず
、
犯
人
は
な
ん

の
処
罰
も
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
場
合
な
ど
は

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
察
審
査
会
は
、
衆
議
院

議
員
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て

公
平
を
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し

な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の

よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ
と
を
主

を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
検
察
審
査
会
は
被
害
者

な
ど
の
申
立
て
が
な
く
と
も
、
す

す
ん
で
検
察
官
が
不
起
訴
に
し
た

事
件
を
取
り
上
げ
て
審
査
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
立
て
に
は
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
申
立
て
の
手
続
き

ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
次
の
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

米
子
検
察
審
査
会
事
務
局
（
鳥
取

地
方
裁
判
所
・
米
子
支
部
内
）

℡
〇
八
五
九
　
（
二
二
）
　
二
二
〇
五

几

ヤ′気▲沙あ
な
た
も
ど
う
ぞ

町
報
こ
う
ふ
の
裏
面
に
、
「
元
気

で
～
す
、
ヤ
ン
グ
」
　
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に

出
場
し
て
く
だ
さ
る
方
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど

ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

・
3
0
歳
以
下
の
男
性
・
女
性
の
方
。

・
町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
広
報
管
財
係

ふ
る
さ
と
優
り

町
墾
こ
す
ふ
」
を

〆
′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／

友
人
・
知
人
に

で
、
町
報
「
こ
う
ふ
」
　
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
す
。

町
内
出
身
者
を
は
じ
め
友
人
、

知
人
に
、
町
報
を
送
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
き
っ
と
、
ホ
ッ
ト
な
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
会
費二

〇
〇
〇
円
（
一
年
間
分
）

●
申
込
方
法
・
申
込
先

会
費
一
、
〇
〇
〇
円
を
江
府
町
役

場
総
務
課
広
報
管
財
係
に
持
参
の

上
、
送
り
先
の
住
所
、
氏
名
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
限

平
成
7
年
3
月
3
1
日

●
そ
の
他

配
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

7
年
4
月
か
ら
行
い
ま
す
。

町
感
愛
読
友
の
会
会
員
叢
生

「
え
、
こ
ん
を
に
町
が
か
わ
る
な

ん
て
」
　
「
や
っ
ぱ
り
、
ふ
る
さ
と

は
い
い
を
あ
」
と
電
話
や
お
葉
書
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や
さ
し
い
介
護
の
た
め
に
④

幸
全
て

気
持
ち
い
い

入
浴
の
た
め
に

お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
お
風
呂
に
入
る
こ
と
は
大
き
な
楽

し
み
で
す
。
血
行
を
よ
く
し
、
床
ず
れ
予
防
や
寝
つ
き
が
よ

く
な
る
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。
病
気
な
ど
の
心
配
が
あ

る
と
き
は
、
医
師
に
よ
く
相
談
を
し
た
上
で
、
入
浴
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（16）

安
全
な
浴
室
の

ポ
イ
ン
ト

耳
出
入
り
口
の
段
差
を
を
く
す
。

園
す
べ
り
止
め
の
つ
い
た
称
干

シ
ャ
ワ
ー
用
椅
子
を
ど
を
利
用

す
る
。

団
浴
室
の
ド
ア
も
強
化
ガ
ラ
ス
な

ど
割
れ
に
く
い
材
質
に
す
る
と

よ
い
。

圃
浴
槽
用
の
椅
子
は
、
浴
槽
と
同

じ
高
さ
の
も
の
が
使
い
や
す
い
。

圏
脱
衣
場
に
は
、
か
ら
だ
を
拭
く

と
き
の
椅
子
を
置
き
、
パ
ス
タ

オ
ル
を
敷
い
て
お
く
。

圏
床
に
は
、
す
の
こ
や
す
べ
り
止

め
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
す
べ
り

に
く
く
す
る
。

団
手
す
り
は
、
動
か
し
や
す
い
方

の
手
で
も
て
る
よ
う
に
位
置
を

工
夫
す
る
。

圏
浴
槽
内
に
も
、
す
べ
り
止
め
マ

ッ
ト
を
敷
く
。

圏
床
か
ら
浴
槽
の
高
さ
は
四
〇
セ

ン
チ
く
ら
い
が
よ
い
。
高
い
と

き
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
ビ
ー
ル
箱

を
利
用
し
て
、
床
の
高
さ
を
上

げ
る
。

暇

入浴前に着管えなどを　冬場は前もって浴室を

用意しておく。　　　　温めておく。

：お湯につかれない場合三　外陰部やお尻などは，

食前，食後の1時間は
控える。

お湯につかる時間は5　三は，シャワーやかけ湯三できるだけ自分で洗わ

～10分くらい。　　：で全身を洗う。　　　せる。

入浴後は保温に注意し，入浴後の水分補給を忘　クリームなどで脂肪分
水分を十分拭きとる。　れずに。　　　　　　　　を補う。

慢性疾患をもっている

全身状態をきちんとチ　場合は，医師からの注

エツクする。　　　　　意事項を守る。

用便をすませておく。

（もし入浴中に排便が

あっても，本人の意志≡　ULコ夢し．‾■㌦
ではないのでとがめだ三お湯の温度は400C前後

てしない）　　　　三で湯量は少なめに。

自力で立てない，姿勢
が不安定な場合は介護

床ずれなどの症状があ　者一人ではおり。ほか
るかないかをチェック　の家族と協力して．二

する。　　　　　　　　人かかりで入浴させる。
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の動き
11月届

烏
鰭
で
と
う

（
住
所
）
　
（
出
生
児
）
　
〈
保
護
者
）
森
柄
）

宮
市
原
大
澤
　
撃
ち
敏
文
長
男

杉
谷
　
田
本
　
　
愛
博
人
長
女

新
道
　
細
田
　
戦
機
眞
徳
二
男

Q
鯛
で
と
う

浦
部

鈴
木

妹
尾

川
上

宮
武

砂
口

矢
下

安
桧

影
山

竹
内

、
山
口

田
中

建
二

安
子

秀
樹

理
江

宣
弘

和
奈

広
幸

直
子

滋
基

信
子

敬
造

恵
子

三
輪
　
哲
也

眞
野
須
磨
子

田
中
　
裕
二

澤
木
　
美
波

下
安
井

米
子
市
か
ら

江
尾

横
浜
市
か
ら

加
納
　
　
勤

長
尾
香
代
子

加
藤
　
和
志

景
山
由
美
子

堀
江
　
貴
彦

手
島
美
紀
子

高
木
　
　
浩

岩
崎
真
紀
子

））））））））））

夢

洲
河
崎

茨
城
県
高
萩
市
か
ら

吉
原

美
用
か
ら

岡
山
県
倉
敷
市

吉
原
か
ら

江
尾

島
根
県
安
来
市
か
ら

洲
河
崎

岡
山
県
勝
田
郡
か
ら

小
江
尾

西
伯
郡
中
山
町
か
ら

西
伯
郡
西
伯
町

小
江
尾
か
ら

俣
野

西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

山
口
県
玖
珂
郡

江
尾
か
ら

佐
川

島
根
県
安
来
市
か
ら

二
し
め
い
福
を

祈
り
ま
す

（
住
所
）
（
氏
名
）
亭
齢
着
帯
主
〉

宮
市
長
岡
康
弘
5

7
歳
本
人

吉
原
新
見
ま
つ
9

9
歳
昭
三

白
住

小
徳

竹
子
　
8
2
歳
本
人

平成6年11月届

前月比

世帯数1，250世帯（－3）

人　口4，534人

男　2，158人

女　2，376人

編
集
後
記

▼
最
近
、
や
け
に
「
ス
ー
パ
ー
」

と
い
う
字
を
目
に
す
る
。

研
修
で
訪
れ
た
伊
豆
に
も
、

「
ス
ー
パ
ー
踊
り
子
号
」
が
あ

っ
た
し
、
こ
の
た
び
完
成
し
た

智
頭
急
行
に
は
「
ス
ー
パ
ー
は

く
と
」
、
そ
し
て
伯
備
線
に
も

「
ス
ー
パ
ー
や
く
も
」
が
登
場

し
た
。
名
前
の
前
に
ス
ー
パ
ー

が
つ
く
と
以
前
よ
り
も
速
く
走

り
そ
う
を
印
象
を
受
け
る
。

⑳
ま
も
を
く
、
新
年
。

そ
こ
で
、
「
今
年
は
こ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
の
テ
ー

マ
で
皆
さ
ん
か
ら
記
事
を
募
集
し

葉
書
に
、
一
〇
〇
字
以
内
に
「
挑

戦
し
て
み
た
い
」
こ
と
を
書
き
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
を
記
入

の
上
、
次
の
所
に
送
っ
て
く
だ
さ

ま
す
。
例
え
ば
「
今

年
は
、
新
品
種
の
野

菜
を
つ
く
っ
て
み
た

い
」
、
「
編
み
か
け

の
セ
ー
タ
ー
を
完
成

さ
せ
た
い
」
、
「
健

康
の
た
め
に
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
み
た
い
」

な
ど
、
ど
ん
な
小
さ

を
こ
と
で
も
、
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
ど

ん
ど
ん
ご
応
募
く
だ

み
な
さ
ん
か
ら

記
事
募
集

新
年
一
月
号
に
掲
載

い
。
（
な
お
、
氏
名
は

実
際
の
氏
名
の
ほ
か

ペ
ン
ネ
ー
ム
、
匿
名

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
社
、
団
体

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

●
送
り
先

江
尾
四
七
五
江

府
町
役
場
総
務
課
広

報
管
財
係
ま
で

●
期
限

平
成
6
年
1
2
月
2
8
日

さ
い
。
応
募
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
応
募
内
容

●
応
募
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る
方
か
町
内

で
働
い
て
い
る
方
で
小
学
生
以
上
。

▼
町
の
あ
る
お
年
寄
り
が
こ
ん
な

話
を
し
て
い
た
。
「
1

0
代
、
2
0
代

は
各
駅
停
車
の
電
車
、
3

0
代
は
急

行
か
を
あ
、
4
0
代
は
特
急
で
、
5

0

代
は
新
幹
線
。
あ
と
は
、
飛
行
機

か
を
あ
」
と
一
年
間
の
ス
ピ
ー
ド

を
各
年
代
で
表
わ
さ
れ
て
い
た
。

年
々
ス
ピ
ー
ド
を
増
す
乗
物
と

一
年
間
の
早
さ
。
ど
ん
を
「
ス
ー

パ
ー
○
○
」
に
乗
っ
て
い
て
も
、

車
窓
か
ら
、
な
が
め
る
風
景
に
時

に
は
心
踊
ら
せ
る
く
ら
い
を
心
の

余
裕
も
ほ
し
い
と
思
う
の
だ
が
、

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
見
え

た
一
年
で
し
た
か
？

▼
　
「
今
年
、
こ
ん
を
こ
と
に
挑
戦

し
て
み
た
い
」
と
題
し
て
、
新
年

号
で
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
た
い
。

「
朝
早
く
起
き
る
こ
と
」
、
「
む
だ

使
い
を
し
を
い
」
、
「
妻
の
誕
生

日
に
花
を
贈
ろ
う
」
を
ど
、
何
ん

で
も
け
っ
こ
う
。
は
た
し
て
、
ど

の
く
ら
い
集
ま
る
で
し
ょ
う
か
。

乞
う
ご
期
待
。

3日鑑
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鱒抒瑠本を読んで
⑨　甘沙留

みようかなあ

JA鳥取西部勤務　加藤美恵さん（19歳）

発
行
・
江
府
町
役
場
坤

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

●
　
編
集
．
総
務
課
　
印
刷
・
富
士
印
刷

＊つとめて何年になりますか？

2年目にをります。今年の4月から、この米沢支所にいま

す。

＊行ってみたい所は？

今年、北海道に行ったので、オーストラリアをんか‥。

＊趣味は？

これといって決まったものはないけど、本を読みたいです。

＊好きな男性のタイプは？

やさしい人。芸能人でいえば、内村光良さん。

＊町にのぞみたいことは？

遊ぶ場所。公蘭みたいを所。

やさしそうな目がチャーミングな加藤さん

ポリシーは

誠心誠意です

江府町役場勤務　竹茂良平さん（28歳）

＊仕事の内容は何ですか？

農林振興課で畜産、山村振興をどの担当をして

います。

＊今、やっていることは？

読書です。

＊好きな女性のタイプは？

輝きのある美しさをくわえた人。

＊行ってみたい所は？

香港の自由を風に吹かれてみたい。

＊今、心がけていることは？

誠心誠意。
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